
被保護者日常生活自立支援員とは 

  

《関係機関先調査》 
対象者の通院先、介護サービス事業者

などに対し、書面や訪問による調査を

実施します。生活保護以外の制度を調

査し利用可能かなどの検討を行いま

す。 

《家庭訪問》 
対象者のお住まいへ訪問し、生活や通

院、ご家族との交流状況などを確認し

ます。必要に応じて生活上の指導や書

類の提出など指導します。 

《記録作成及び課題整理・評価・支援方針策定》 

・家庭訪問や関係機関調査の結果など記録します。 

・関係機関に書類送付等を行います。 

・対象者の課題分析、支援方針を決定します。 

・担当ケースワーカーに支援状況の報告等を行います。 

・支援結果の考察と今後の課題改善に向けた検討を行います。 

・これらのために必要な事務処理を行います。 

医療機関 

介護施設 

官公庁  など 

家庭訪問 

生活保護を受けておられる高齢者及び障がい者世帯を対象に、自立支援を目的として、家庭訪

問や関係機関訪問などによる調査を行い、課題解決に向けた支援を行います。 

 

 

フィールドワーク 

オフィスワーク 

《査察指導員のフォロー》 

保護課には査察指導員と呼ばれる知識、経験ともに

豊富な職員が配置されています。業務上、さまざま

なフォローを行います。 
 

カンファレンス等 

◆日常生活自立支援嘱託職員に必要な知識 

生活保護制度は、最後のセーフティネットと言われるように、資産、能力その他あらゆるものを活用

してもなお、生活に困窮する方を対象とする制度です。 

そのため、生活保護の制度のほかにも様々な制度を理解しておく必要があります。医療、年金、介護保

険、障がい者福祉制度などが主なものになります。 

 

これまで学んだ知識や経験を活かして、福祉行政にたずさわってみませんか。 

～ ご応募お待ちしております ～ 

 


